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(57)【要約】
【課題】システム規模を小型化してコストを低減できる
とともに、離床時であってもモニタリングできるように
する。
【解決手段】経皮的に測定された患者の血中の酸素飽和
度に係る測定データを取得するパルスオキシメーター１
が、電池駆動により外部との接続なく単独での測定を行
う第一測定モードと、上位システムとの間で測定データ
のリアルタイム転送をしながら測定を行う第二測定モー
ドでの動作が可能となっており、上位システムとの間で
測定データのリアルタイム転送を含む有線通信を可能と
する有線インターフェースと、上位システムに対する測
定データのリアルタイム転送の可否を判定する判定手段
と、判定手段による判定結果に応じて、第一測定モード
と第二測定モードとの切り替えを行うモード切替手段と
、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経皮的に測定された患者の血中の酸素飽和度に係る測定データを取得するパルスオキシ
メーターであって、
　電池駆動により外部との接続なく単独での測定を行う第一測定モードと、上位システム
との間で前記測定データのリアルタイム転送をしながら測定を行う第二測定モードでの動
作が可能となっており、
　前記上位システムとの間で前記測定データのリアルタイム転送を含む有線通信を可能と
する有線インターフェースと、
　前記上位システムに対する前記測定データのリアルタイム転送の可否を判定する判定手
段と、
　前記判定手段による判定結果に応じて、前記第一測定モードと前記第二測定モードとの
切り替えを行うモード切替手段と、を備えることを特徴とするパルスオキシメーター。
【請求項２】
　前記測定データを記録する記録手段を備えており、
　前記判定手段によって前記測定データのリアルタイム転送が不可と判定され、前記モー
ド切替手段によって、前記第二測定モードから前記第一測定モードに切り替えられた場合
に、
　前記第一測定モード中に測定された前記測定データは、前記記録手段に記録されること
を特徴とする請求項１に記載のパルスオキシメーター。
【請求項３】
　前記有線インターフェースに接続される接続線は、前記上位システムとの前記通信と電
力の受給に対応しており、
　前記第二測定モードは、有線接続時に、前記接続線及び前記有線インターフェースを介
して電力を受給しながら測定を行うように動作することを特徴とする請求項１又は２に記
載のパルスオキシメーター。
【請求項４】
　前記第二測定モードは、有線接続時における動作中に電力の供給が途絶えた場合に、自
動的に前記電池から電力を受給しながら測定を行うように動作することを特徴とする請求
項３に記載のパルスオキシメーター。
【請求項５】
　前記測定データと予め設定された閾値とを比較し、前記測定データが正常か異常かを判
定する比較判定手段と、
　前記測定データが、前記比較判定手段によって異常と判定された場合に、前記測定デー
タの異常を伝える信号を前記上位システムに通知する通知手段と、を備えることを特徴と
する請求項１～４のいずれか一項に記載のパルスオキシメーター。
【請求項６】
　前記通知手段による通知は、無線通信によって行われることを特徴とする請求項５に記
載のパルスオキシメーター。
【請求項７】
　現在の測定モードが前記第一測定モードであるか前記第二測定モードであるかを表示す
る表示部を備えることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載のパルスオキシメ
ーター。
【請求項８】
　経皮的に測定された患者の血中の酸素飽和度に係る測定データを取得するパルスオキシ
メーターと、
　患者ごとに対応して配置される患者情報通信装置と、
　前記患者情報通信装置と通信可能に接続され、前記パルスオキシメーターによる前記測
定データの収集を行う上位システムと、を備えたモニタリングシステムであって、
　前記パルスオキシメーターは、電池駆動により外部との接続なく単独での測定を行う第
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一測定モードと、上位システムとの間で前記測定データのリアルタイム転送をしながら測
定を行う第二測定モードでの動作が可能となっており、
　前記患者情報通信装置は、前記パルスオキシメーターとの間での前記測定データのリア
ルタイム転送を含む有線通信を可能とする有線インターフェースを有することを特徴とす
るモニタリングシステム。
【請求項９】
　前記患者情報通信装置は、前記有線インターフェースを介して前記パルスオキシメータ
ーに電力を供給する電源手段を備えることを特徴とする請求項８に記載のモニタリングシ
ステム。
【請求項１０】
　前記上位システムは、複数の患者に装着された前記パルスオキシメーターから前記患者
情報通信装置を介して前記測定データを受信し、前記複数の患者分の前記測定データを同
時に表示及び記録する集中管理システムとして機能することを特徴とする請求項８又は９
に記載のモニタリングシステム。
【請求項１１】
　前記患者情報通信装置は、患者の離床により有線接続を解除することを認識するための
離床通知手段を有することを特徴とする請求項８～１０のいずれか一項に記載のモニタリ
ングシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パルスオキシメーター及びモニタリングシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）や脈拍数等の生体情報を測定するパルスオ
キシメーターを用い、複数の患者における経皮的動脈血酸素飽和度や脈拍数等の集中モニ
タリングを行うことが知られている（例えば、特許文献１参照。）。
　複数の患者の集中モニタリングを行う際は、患者ごとのベッドサイドに据置型のパルス
オキシメーターを配置し、それぞれのパルスオキシメーターと集中管理ステーションとを
ネットワークで接続することで集中モニタリングを行っていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２００９－５１０６３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の集中モニタリングシステムでは、患者ごとのベッドサイドに据置型のパルスオキ
シメーターをそれぞれ配置する必要があった。そのため、システム規模が大型化し、シス
テムを構成する費用も高額となっていた。また、据置型パルスオキシメーターは、大型で
あり、電池駆動でもないため、基本的に、患者が着床している時しかモニタリングができ
なかった。
【０００５】
　本発明の課題は、システム規模を小型化してコストを低減できるとともに、離床時であ
ってもモニタリングできるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、経皮的に測定された患者の血中の
酸素飽和度に係る測定データを取得するパルスオキシメーターであって、
　電池駆動により外部との接続なく単独での測定を行う第一測定モードと、上位システム
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との間で前記測定データのリアルタイム転送をしながら測定を行う第二測定モードでの動
作が可能となっており、
　前記上位システムとの間で前記測定データのリアルタイム転送を含む有線通信を可能と
する有線インターフェースと、
　前記上位システムに対する前記測定データのリアルタイム転送の可否を判定する判定手
段と、
　前記判定手段による判定結果に応じて、前記第一測定モードと前記第二測定モードとの
切り替えを行うモード切替手段と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　上記課題を解決するため、請求項８に記載の発明は、経皮的に測定された患者の血中の
酸素飽和度に係る測定データを取得するパルスオキシメーターと、
　患者ごとに対応して配置される患者情報通信装置と、
　前記患者情報通信装置と通信可能に接続され、前記パルスオキシメーターによる前記測
定データの収集を行う上位システムと、を備えたモニタリングシステムであって、
　前記パルスオキシメーターは、電池駆動により外部との接続なく単独での測定を行う第
一測定モードと、上位システムとの間で前記測定データのリアルタイム転送をしながら測
定を行う第二測定モードでの動作が可能となっており、
　前記患者情報通信装置は、前記パルスオキシメーターとの間での前記測定データのリア
ルタイム転送を含む有線通信を可能とする有線インターフェースを有することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、システム規模を小型化してコストを低減できるとともに、離床時であ
ってもモニタリングできる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】モニタリングシステムの概略構成を示すブロック図である。
【図２】パルスオキシメーターの概略構成を示すブロック図である。
【図３】患者情報通信装置の概略構成を示すブロック図である。
【図４】モニタリングシステムの動作を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。ただし、以下に述べる実
施形態には、本発明を実施するために技術的に好ましい種々の限定が付されているが、本
発明の技術的範囲を以下の実施形態および図示例に限定するものではない。
【００１１】
　図１に、本実施形態におけるモニタリングシステム１００の全体構成を示す。図１に示
すように、モニタリングシステム１００は、パルスオキシメーター１と、患者情報通信装
置２と、上位システム３と、を備えて構成されている。
　パルスオキシメーター１は、患者情報通信装置２と通信可能に接続されており、患者情
報通信装置２は、上位システム３と通信可能に接続されている。これにより、パルスオキ
シメーター１によって取得した測定データは、患者情報通信装置２を経由して、上位シス
テム３にリアルタイム転送できる構成となっている。
　なお、本実施形態における測定データのリアルタイム転送とは、測定データに基づいて
患者の状態を継続的に監視すること、すなわちモニタリングを指しており、データ等の処
理及び転送に起因する遅延は除くものとする。
【００１２】
［パルスオキシメーターの構成］
　パルスオキシメーター１は、患者（被験者）の指等の生体部位に装着され、経皮的動脈
血酸素飽和度（ＳｐＯ２）や脈拍数等の生体情報（すなわち、測定データ）を測定する機
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器である。また、本実施形態におけるパルスオキシメーター１の本体部は、腕時計のよう
に患者の手首に対して装着される。
【００１３】
　図２に、パルスオキシメーター１の機能構成例を示す。図２に示すように、パルスオキ
シメーター１は、制御部１１、操作部１２、記録部１３、検出部１４、表示部１５、無線
通信部１６、有線インターフェース１７、電力供給部１８等を備えて構成されている。
【００１４】
　制御部１１は、ＣＰＵ、ＲＡＭ等により構成される。制御部１１のＣＰＵは、記録部１
３に記憶されているシステムプログラムや処理プログラム等の各種プログラムを読み出し
てＲＡＭに展開し、展開されたプログラムに従って各種処理を実行する。
【００１５】
　操作部１２は、各種スイッチ、各種機能ボタン等を備えており、これらの操作信号を制
御部１１に出力する。
【００１６】
　記録部１３は、半導体の不揮発性メモリー等で構成されている。記録部１３には、本実
施形態におけるパルスオキシメーター１を機能させるのに必要なシステムプログラムや各
種プログラムが記憶されている。
　また、この記録部１３には、後述する第一測定モード中の測定データを記録することが
できる。
【００１７】
　検出部１４は、プローブともいい、指先等の生体部位に装着可能に構成されている。検
出部１４は、測定制御部１４ａによってＬＥＤ駆動回路１４ｂを制御し、検出部１４に備
えられた発光部（ＬＥＤ）によって赤色光と赤外光を生体部位に向けて発光し、検出部１
４に備えられた受光部（フォトダイオード）により受光した生体部位の透過光（又は反射
光）のアナログ信号を、アナログ・フロント・エンド回路１４ｃによってノイズ除去や信
号増幅を行い、ＡＤコンバーター１４ｄに入力する為の電圧信号に整えた後、ＡＤコンバ
ーター１４ｄによってデジタルデータに変換する。
【００１８】
　表示部１５は、例えばＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等を備えて構成されており、
制御部１１から入力される表示信号の指示に従って表示を行う。
　表示部１５に表示される情報としては、ＳｐＯ２値と脈拍数の他に、例えば、後述する
測定モードの種別、電池残量、日時等が挙げられる。
【００１９】
　無線通信部１６は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やＷｉ－Ｆｉ（登録商標）
等の無線通信により上位システム３とデータ送受信を行うための無線インターフェースを
有する。
　なお、この無線通信部１６は、測定データのリアルタイム転送には使用されず、パルス
オキシメーター１に異常が発生した場合であって、かつパルスオキシメーター１が有線接
続されていない場合に使用される。
【００２０】
　有線インターフェース１７は、上位システム３との間で測定データのリアルタイム転送
を含む有線通信を可能とするものであり、例えばＵＳＢケーブル等の接続線１７ａの一端
が接続される。
　接続線１７ａは、パルスオキシメーター１における有線インターフェース１７と、患者
情報通信装置２における有線インターフェース２５とを接続し、データの送受信を可能と
する通信線及びパルスオキシメーター１への電力の供給を可能とする電源線として機能す
る。そのため、有線インターフェース１７も、電力の受給が可能に構成されている。
【００２１】
　電力供給部１８は、パルスオキシメーター１の各部が動作に要する電力を当該各部へ供
給する。電力供給部１８は、図示しないバッテリーから出力される電力を各部の動作電圧
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で供給する。
　本実施形態におけるバッテリーとしては、乾電池が使用されているが、充電池を使用し
てもよい。また、充電可能な内蔵バッテリーを採用してもよい。すなわち、パルスオキシ
メーター１に内蔵する電池として２次電池を使用し、パルスオキシメーター１は、この２
次電池を充電する充電回路（充電制御部）を備え、接続線１７ａによる有線接続時には、
接続線１７ａから供給される電力により、内蔵の２次電池を充電できるように構成しても
よい。
【００２２】
　以上のように構成されたパルスオキシメーター１は、電池駆動により外部との接続なく
単独での測定を行う第一測定モードと、患者情報通信装置２を介して上位システム３との
間で測定データのリアルタイム転送をしながら測定を行う第二測定モードでの動作が可能
となっている。
　パルスオキシメーター１における現在の測定モードが第一測定モードであるか第二測定
モードであるかは、表示部１５に表示される。
【００２３】
　また、パルスオキシメーター１は、上位システム３に対する測定データのリアルタイム
転送の可否を判定する判定手段を備える。
　判定手段は、制御部１１と、記録部１３に記録されている判定プログラムとの協働によ
り判定処理を実行する。換言すれば、判定手段は、制御部１１と判定プログラムとによっ
て構成されている。
【００２４】
　さらに、パルスオキシメーター１は、判定手段による判定結果に応じて、第一測定モー
ドと第二測定モードとの切り替えを行うモード切替手段を備える。
　モード切替手段は、制御部１１と、記録部１３に記録されているモード切替プログラム
との協働により判定処理を実行する。換言すれば、判定手段は、制御部１１とモード切替
プログラムとによって構成されている。
【００２５】
　判定手段による判定結果として、測定データのリアルタイム転送が可能な場合とは、パ
ルスオキシメーター１が患者情報通信装置２に対して有線接続され、かつデータの送受信
が正常に行われている場合を指している。
　この場合、パルスオキシメーター１は、第二測定モードで動作する。より具体的に説明
すると、第二測定モードは、測定データのリアルタイム転送が可能な場合に動作するモー
ドであり、例えば、患者がベッドにいる（着床する）ことによって接続線１７ａが有線イ
ンターフェース１７に接続されているシチュエーションで動作する。
　また、第二測定モード中は、特に異常がなければ、有線接続時に、接続線１７ａ及び有
線インターフェース１７を介して電力を受給しながら測定を行うように動作することとな
る。これにより、電池残量を気にすることなく、継続的な測定及び測定データのリアルタ
イム転送が可能となる。
　一方、有線接続時における動作中に、何らかの異常で、通信は可能であるにもかかわら
ず電力の供給が途絶えた場合には、自動的に電力供給部１８から電力を受給しながら測定
を行うように動作する。
【００２６】
　判定手段による判定結果として、測定データのリアルタイム転送が不可の場合とは、パ
ルスオキシメーター１が患者情報通信装置２に対して有線接続されていないか、有線接続
されているにもかかわらず、何らかの異常により患者情報通信装置２との間でデータの送
受信が正常に行われていない場合を指している。
　この場合、パルスオキシメーター１は、第一測定モードで動作する。より具体的に説明
すると、第一測定モードは、測定データのリアルタイム転送が不可の場合に動作するモー
ドであり、例えば、患者がベッドから離れる（離床する）ことによって接続線１７ａが有
線インターフェース１７から抜かれたシチュエーションで動作する。
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【００２７】
　患者の離床時には、接続線１７ａを外す必要があるが、第一測定モードを停止すること
なく接続線１７ａをパルスオキシメーター１から外すことにより、自動的に内蔵メモリー
である記録部１３への記録動作に切り替わり、離床中も継続して測定が可能となっている
。その後、再度着床した際に接続線１７ａを再接続すると、記録部１３に記録された離床
中の測定データを上位システム３に自動的に転送するように動作する。
　離床時に接続線１７ａを外す際は、意図せず接続線１７ａが抜けた場合と見分けるため
に、離床時に接続線１７ａを抜く旨を認識する１操作（有線接続のロックを外す、離床ボ
タンを押下する等）を行う離床ボタン（後述する操作部２２）が、各患者のベッドサイド
に備えられた患者情報通信装置２に設けられている。意図的に接続線１７ａを外す場合は
、この離床ボタンを押した後に、接続線１７ａを外して有線接続を切断することにより、
上位システム３は、異常ではなく有線接続が切れたことを判断する。つまり、患者情報通
信装置２は、患者の離床により有線接続を解除することを認識するための離床通知手段と
して離床ボタンを有している。
　なお、離床ボタンが押下されてから所定時間以内は、有線接続の切断を異常と認識しな
い期間とする。所定時間を超えても有線接続が切断されない場合は、再び有線接続の切断
を異常と認識する通常状態に戻る。離床ボタンを押下後に有線接続の切断を異常と認識し
ない期間を操作者にわかりやすくするため、患者情報通信装置２には、有線接続の切断を
異常と認識しない期間を示す表示部２４を備えるものとする。
　また、離床ボタンは、パルスオキシメーター１と患者情報通信装置２とを接続する接続
線１７ａを外す場合だけでなく、患者情報通信装置２に接続される後述の各種センサー用
の接続線を外す場合にも押下される。
【００２８】
　また、パルスオキシメーター１は、測定データと予め設定された閾値とを比較し、測定
データが正常か異常かを判定する比較判定手段と、測定データが、比較判定手段によって
異常と判定された場合に、測定データの異常を伝える信号を上位システム３に通知する通
知手段と、を備える。
　比較判定手段は、制御部１１と、記録部１３に記録されている比較判定プログラムとの
協働により、測定データと記録部１３に予め記録されている閾値とを比較判定する判定処
理を実行する。換言すれば、比較判定手段は、制御部１１と比較判定プログラムとによっ
て構成されている。
　また、通知手段は、有線接続時には、有線インターフェース１７、接続線１７ａ、患者
情報通信装置２を含む有線通信網によって構成されている。一方、有線接続されていない
場合には、無線通信部１６によって構成されており、制御部１１によって生成された信号
を、無線通信部１６を通じて上位システム３に送信することができる。
　なお、閾値は、パルスオキシメーター１の本体、あるいは、上位システム３から患者ご
とに個別の値を設定可能となっている。
　比較判定手段によって比較判定された結果、異常と判定された際は、パルスオキシメー
ター１に異常が生じている場合と、患者の健康状態に異常が生じている場合とが考えられ
るため、通知手段による通知は早急に行われることが望ましい。
【００２９】
　パルスオキシメーター１は、患者の動き（体動）や姿勢（体位）を検知する加速度セン
サーや，皮膚接触部の体温を測定する温度センサーを備えることにより、ＳｐＯ２値と脈
拍数の他に、加速度センサーや温度センサーの測定データを取得できる。当該測定データ
は、ＳｐＯ２値と脈拍数の測定データと合わせて、上位システム３（集中管理システム）
に転送される。
【００３０】
　また、パルスオキシメーター１は、上位システム３からのコマンドにより、パルスオキ
シメーター１における検出部１４を含む各センサーの測定周期、間欠測定等の動作設定、
リアルタイム転送している測定データ以外の警告閾値等の設定パラメータ、記録部１３に
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記録されている第一測定モード中に測定された測定データも転送することができる。
【００３１】
［患者情報通信装置の構成］
　患者情報通信装置２は、図１，図３に示すように、患者ごとに対応して配置され、パル
スオキシメーター１によって測定された測定データを、上位システム３と接続されたネッ
トワークを介して上位システム３にリアルタイム転送するものである。
　このような患者情報通信装置２は、患者ごとのベッドサイドに設置されており、ベッド
サイド端末ともいう。
　なお、患者情報通信装置２と上位システム３とを接続するネットワークは、例えばイン
ターネット、ＷＡＮ（Wide Area Network）、ＬＡＮ（Local Area Network）、専用回線
、またはこれらの組み合わせによって構成される情報通信ネットワークを指すものとする
。
【００３２】
　また、患者情報通信装置２には、パルスオキシメーター１以外にも患者の生体情報等を
モニタリングする各種センサー（例えば、呼吸センサー４、体動センサー５、離床センサ
ー６、脈拍センサー、体温センサー、血圧計等）も接続可能となっている。
【００３３】
　図３に、患者情報通信装置２の機能構成例を示す。図３に示すように、患者情報通信装
置２は、制御部２１、操作部２２、記録部２３、表示部２４、有線インターフェース２５
、ネットワークインターフェース２６、電源部２７等を備えて構成されている。
【００３４】
　制御部２１は、ＣＰＵ、ＲＡＭ等により構成される。制御部２１のＣＰＵは、記録部２
３に記憶されているシステムプログラムや処理プログラム等の各種プログラムを読み出し
てＲＡＭに展開し、展開されたプログラムに従って各種処理を実行する。
【００３５】
　操作部２２は、各種スイッチ、各種機能ボタン等を備えており、これらの操作信号を制
御部２１に出力する。各種機能ボタンには、パルスオキシメーター１から接続線１７ａを
外す場合、上記した各種センサー４，５，６用の接続線を外す場合に押下される上記の離
床ボタンが含まれている。
【００３６】
　記録部２３は、半導体の不揮発性メモリー等で構成されている。記録部２３には、本実
施形態における患者情報通信装置２及びモニタリングシステム１００を機能させるのに必
要なシステムプログラムや各種プログラムが記憶されている。
　また、この記録部２３には、上位システム３において患者と各測定データとを紐付ける
場合に利用するＩＤ情報が記録されている。
【００３７】
　表示部２４は、例えばＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等を備えて構成されており、
制御部２１から入力される表示信号の指示に従って表示を行う。
　表示部２４に表示される情報としては、患者情報通信装置２に接続されたパルスオキシ
メーター１や、その他の上記した各種センサー４，５，６の測定値や測定波形等が挙げら
れる。
【００３８】
　有線インターフェース２５は、パルスオキシメーター１及び各種センサー４，５，６と
の間で測定データのリアルタイム転送を含む有線通信を可能とするものであり、例えばＵ
ＳＢケーブル等の接続線１７ａの他端が接続される。
　また、患者情報通信装置２からパルスオキシメーター１及び各種センサー４，５，６に
対しては電力の供給が行われるため、この患者情報通信装置２における有線インターフェ
ース２５も、電力の供給が可能に構成されている。
　すなわち、この患者情報通信装置２における有線インターフェース２５は、電源分配・
信号集線部として機能する。



(9) JP 2019-111010 A 2019.7.11

10

20

30

40

50

【００３９】
　ネットワークインターフェース２６は、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やＷ
ｉ－Ｆｉ等の無線通信により上位システム３とデータ送受信を行うための無線インターフ
ェースを有する。すなわち、本実施形態においては、患者情報通信装置２と上位システム
３は無線通信によってデータの送受信を行うものとする。ただし、これに限られるもので
はなく、有線による通信を行うものとしてもよい。
【００４０】
　電源部２７は、系統電源又は病院の自家発電装置から電力を取得し、その電力を有線イ
ンターフェース２５へと送るものであり、接続線１７ａを介してパルスオキシメーター１
に電力を供給することができる。すなわち、電源部２７は、有線インターフェース２５を
介してパルスオキシメーター１に電力を供給する電源手段として機能する。
【００４１】
　患者情報通信装置２のうち、パルスオキシメーター１に対して電力を供給する有線イン
ターフェース２５及び電源部２７を除く各部は、例えばパソコン、タブレット型コンピュ
ーター等で代用することができる。
【００４２】
［上位システムについて］
　上位システム３は、図１に示すように、複数の患者に装着されたパルスオキシメーター
１から患者情報通信装置２を介して測定データを受信し、複数の患者分の測定データを同
時に表示及び記録する集中管理システム（集中管理ステーション）として機能する。
　このような上位システム３は、複数の患者の測定データを表示する表示部や、測定デー
タを記録する記録部、パルスオキシメーター１及び患者情報通信装置２と通信を行うため
の通信部、パルスオキシメーター１及び患者情報通信装置２にコマンドを送信する操作を
行う操作部、また、これら各部を制御する制御部等を適宜備える。
【００４３】
　上位システム３を構成する各部のうち少なくとも表示部は、例えば病院内の看護師が常
駐する所謂ナースステーションに設置されており、看護師がいつでも測定データを確認で
きるようになっている。
　また、表示部は、例えばパソコン、タブレット型コンピューター等で代用することがで
きる。そのため、医師や看護師が持ち歩くタブレット型コンピューター等によって、場所
や時間を選ばずに、測定データの確認を行うことができる。
【００４４】
［モニタリングシステムの動作］
　次に、本実施形態におけるモニタリングシステム１００の動作について説明する。
　図４に、モニタリングシステム１００において実行される測定処理のフローチャートを
示す。パルスオキシメーター１側の処理は、制御部１１と記録部１３に記憶されているプ
ログラムとの協働により実行される。患者情報通信装置２側の処理は、制御部２１と記録
部２３に記憶されているプログラムとの協働により実行される。上位システム３側の処理
は、当該上位システム３における制御部と記録部に記憶されているプログラムとの協働に
より実行される。また、測定処理は、例えば、指等の生体部位にパルスオキシメーター１
の検出部１４が装着されている場合に実行される。
【００４５】
　まず、パルスオキシメーター１において、上位システム３に対する測定データのリアル
タイム転送の可否を判定する（ステップＳ１）。測定データのリアルタイム転送が不可の
場合は、第一測定モードで動作し、測定データのリアルタイム転送が可能な場合は、第二
測定モードで動作することになる。
【００４６】
　第一測定モードでは、まず、検出部１４により指等の生体部位の測定データの取得が行
われる（ステップＳ２）。検出部１４は、制御部１１の制御に基づいて、装着された生体
部位に光を照射し、生体部位を透過または反射した光を受光して測定データに変換する。
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　そして、取得した測定データは、記録部１３に記録される（ステップＳ３）。これらス
テップＳ２，Ｓ３は、測定データのリアルタイム転送が可能となるまで続けられる。
【００４７】
　第二測定モードでは、まず、検出部１４により指等の生体部位の測定データの取得が行
われる（ステップＳ４）。検出部１４は、制御部１１の制御に基づいて、装着された生体
部位に光を照射し、生体部位を透過または反射した光を受光して測定データに変換する。
　そして、取得した測定データは、有線インターフェース１７，２５及び接続線１７ａを
介して、患者情報通信装置２へとリアルタイム転送される（ステップＳ５）。
【００４８】
　続いて、患者情報通信装置２において、パルスオキシメーター１からリアルタイム転送
された測定データを受信する（ステップＳ６）。
　そして、取得した測定データは、ネットワークインターフェース等を介して、上位シス
テム３へとリアルタイム転送される（ステップＳ７）。
【００４９】
　続いて、上位システム３において、患者情報通信装置２からリアルタイム転送された測
定データを受信する（ステップＳ８）。
　そして、取得した測定データは、上位システム３における記録部に記録されるとともに
、表示部に表示される（ステップＳ９）。
　医師や看護師は、表示部に表示された測定データを確認し、患者の状態を把握すること
ができる。また、上位システム３には、複数の患者の測定データが集約されるので、複数
の患者の状態を一度に把握することができる。
　そして、以上のような測定処理は、予め設定された測定周期や、予め設定された日時に
行われるものとする。
【００５０】
　以上説明したように、本実施の形態のパルスオキシメーター１によれば、電池駆動によ
り外部との接続なく単独での測定を行う第一測定モードと、上位システム３との間で測定
データのリアルタイム転送をしながら測定を行う第二測定モードでの動作が可能となって
おり、上位システム３との間で測定データのリアルタイム転送を含む有線通信を可能とす
る有線インターフェース１７と、上位システム３に対する測定データのリアルタイム転送
の可否を判定する判定手段と、判定手段による判定結果に応じて、第一測定モードと第二
測定モードとの切り替えを行うモード切替手段と、を備えるので、判定手段によってリア
ルタイム転送が可能と判定された場合には、パルスオキシメーター１が第二測定モードで
動作し、有線インターフェース１７を介して上位システム３側に、測定データをリアルタ
イム転送することができる。一方、判定手段によってリアルタイム転送が不可と判定され
た場合には、パルスオキシメーター１が第一測定モードで動作し、測定データをリアルタ
イム転送できないものの、電池駆動によって測定を継続することができる。また、据置型
のパルスオキシメーターに比して安価な設備でＳｐＯ２値等のモニタリングシステムの構
築が可能となる。これによって、システム規模を小型化してコストを低減できるとともに
、離床時であっても患者の状態をモニタリングすることができる。
【００５１】
　また、測定データを記録する記録手段（記録部１３）を備えており、判定手段によって
測定データのリアルタイム転送が不可と判定され、モード切替手段によって、第二測定モ
ードから第一測定モードに切り替えられた場合に、第一測定モード中に測定された測定デ
ータは、記録手段に記録されるので、非有線接続時における電池駆動でのＳｐＯ２値等の
連続測定が可能となる。
【００５２】
　また、パルスオキシメーター１の有線インターフェース１７に接続される接続線１７ａ
は、上位システム３との通信と電力の受給に対応しており、第二測定モードは、有線接続
時に、接続線１７ａ及び有線インターフェース１７を介して電力を受給しながら測定を行
うように動作するので、電池の残量を気にすることなく継続的なＳｐＯ２値等の測定が可
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能となる。
【００５３】
　また、第二測定モードは、有線接続時における動作中に電力の供給が途絶えた場合に、
自動的に電池（電力供給部１８）から電力を受給しながら測定を行うように動作するので
、電力の供給が途絶えても、電池の残量分は継続的なＳｐＯ２値等の測定が可能となる。
【００５４】
　また、測定データと予め設定された閾値とを比較し、測定データが正常か異常かを判定
する比較判定手段と、測定データが、比較判定手段によって異常と判定された場合に、測
定データの異常を伝える信号を上位システム３に通知する通知手段と、を備えるので、パ
ルスオキシメーター１に異常が生じている場合や、患者の健康状態に異常が生じている場
合に、早急な対応を行うことができる。
【００５５】
　また、通知手段による通知は、無線通信によって行われるので、第一測定モード中の非
有線接続時であっても、パルスオキシメーター１に異常が生じている場合や、患者の健康
状態に異常が生じている場合に、早急な対応を行うことができる。
【００５６】
　また、現在の測定モードが第一測定モードであるか第二測定モードであるかを表示する
表示部１５を備えるので、表示部１５を見て、現在の測定モードが第一測定モードである
か第二測定モードであるかを確認することができる。
【００５７】
　また、本実施形態のモニタリングシステムによれば、経皮的に測定された患者の血中の
酸素飽和度に係る測定データを取得するパルスオキシメーター１と、患者ごとに対応して
配置される患者情報通信装置２と、患者情報通信装置２と通信可能に接続され、パルスオ
キシメーター１による測定データの収集を行う上位システム３と、を備えており、パルス
オキシメーター１は、電池駆動により外部との接続なく単独での測定を行う第一測定モー
ドと、上位システム３との間で測定データのリアルタイム転送をしながら測定を行う第二
測定モードでの動作が可能となっており、患者情報通信装置２は、パルスオキシメーター
１との間での測定データのリアルタイム転送を含む有線通信を可能とする有線インターフ
ェース２５を有するので、パルスオキシメーター１が第二測定モードで動作する場合には
、患者情報通信装置２を介して上位システム３側に、測定データをリアルタイム転送する
ことができる。一方、パルスオキシメーター１が第一測定モードで動作する場合には、測
定データをリアルタイム転送できないものの、電池駆動によって測定を継続することがで
きる。また、据置型のパルスオキシメーターに比して安価な設備でＳｐＯ２値等のモニタ
リングシステムの構築が可能となる。これによって、システム規模を小型化してコストを
低減できるとともに、離床時であっても患者の状態をモニタリングすることができる。
【００５８】
　また、患者情報通信装置２は、有線インターフェース２５を介してパルスオキシメータ
ー１に電力を供給する電源手段（電源部２７）を備えるので、パルスオキシメーター１に
対して継続的に電力を供給することができ、パルスオキシメーター１によって、電池の残
量を気にすることなく継続的なＳｐＯ２値等の測定が可能となる。
【００５９】
　また、上位システム３は、複数の患者に装着されたパルスオキシメーター１から患者情
報通信装置２を介して測定データを受信し、複数の患者分の測定データを同時に表示及び
記録する集中管理システムとして機能するので、複数の患者の状態を一度にモニタリング
することができる。
【００６０】
　また、患者情報通信装置２は、患者の離床により有線接続を解除することを認識するた
めの離床通知手段（離床ボタン）を有するので、離床通知の有無に応じて、意図して有線
接続を解除したのか、意図せずに有線接続が解除されたのかを判別することができる。こ
れにより、例えば患者の健康状態に異常が生じている場合に、早急な対応を行うことがで
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きる。
【符号の説明】
【００６１】
１００　モニタリングシステム
１　パルスオキシメーター
１１　制御部
１２　操作部
１３　記録部
１４　プローブ
１４ａ　測定制御部
１４ｂ　ＬＥＤ駆動回路
１４ｃ　アナログ・フロント・エンド回路
１４ｄ　ＡＤコンバーター
１５　表示部
１６　無線通信部
１７　有線インターフェース
１７ａ　接続線
１８　電力供給部
２　患者情報通信装置
２１　制御部
２２　操作部
２３　記録部
２４　表示部
２５　有線インターフェース
２６　ネットワークインターフェース
２７　電源部
３　上位システム
４　呼吸センサー
５　体動センサー
６　離床センサー
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